
（別紙） 

④特に優れた業績を証明する資料について 

・提出する資料の拡張子は以下のものとしてください。

pdf、docx、xlsx、pptx、gif、jpg、png 

・業績を証明する書類には、申請者の氏名が必要です。改正等により氏名に変更があった場合には、申請

書（様式１）や推薦理由書（様式２）に、新姓と旧姓を併記するようにしてください。

例）機構（旧姓 奨学） 太郎 

・資料（データ）のファイル名は、申請書（様式1）に記載した資料番号（●-〇）を付してください。

※●は「業績の種類」の番号、〇は枝番号

例）業績の種類10に関する２点の資料（（様式１）の資料番号「10-1」「10-2」）のファイル名： 

機構太郎資料10-1、機構太郎資料10-2 

・業績を証明する資料は１点あたりのページ数に上限があります。以下の最大ページ数内で必要項目の内

容が含まれるよう、資料をご準備ください。

業績の種類 必要項目と注意 最大ページ数 

１ 学位論文その他研究論文 

【学位論文】 

・申請者名 ・論文タイトル ・論文内容の概要

【その他研究論文】 

・申請者名（著者名） ・論文タイトル ・論文内容の概要

・学術雑誌等名及び発行日

【学会での発表】 

・申請者名（発表者名） ・題目 ・会議名 ・主催者名

・発表日 ・表彰、受賞等

【論文及び学会での発表により受賞または表彰による

機構以外の給付奨学金の獲得や外部資金の獲得】 

・申請者名 ・受賞、表彰内容及び日付

・奨学金や外部資金の獲得情報

【日本学術振興会の特別研究員に採用、または、民間財

団等が公募している競争的資金を獲得することにより

奨学金を辞退】 

・申請名 ・日付

・特別研究員採用または競争的資金獲得情報

４ 

２ 

大学院設置基準第 16 条

第 1 項に定める特定の課

題についての研究の成果 

・申請者名 ・研究の成果

※本項目の対象者は、5年一貫制博士課程2年次で奨

学金の貸与を終了する者のみ。 

３ 

３ 

大学院設置基準第 16 条

の２に定める試験及び審

査の結果 

※本学において、本項目の業績は対象外

－ 

４ 

著書、データベースその他

の著作物（第一号、及び第

二号に掲げるものを除

く。） 

・申請者名（著者名）

・著書、データベース等タイトル

・著書、データベースの概要

・発行日

３ 



 

業績の種類 必要項目と注意 最大ページ数 

５ 発明 

・申請者名（発明（考案）者名） ・特許に関する項目 

※特許登録済、特許出願中、実用新案登録済及び実用

新案出願中の区分がわかるもの。出願番号、出願日、

特許番号、実用新案番号、登録日等の記載があるも

の。団体での出願の場合は、申請者名が確認できる

もの。 

３ 

６ 授業科目の成績 

・申請者名 ・各授業の成績の詳細 ・日付 

※本学の成績証明書については葉山本部で準備いたし

ますので、提出不要です。 

２ 

７ 
研究又は教育に係る補助

業務の実績 

・申請者名 ・業務内容及び実績 ・日付 
３ 

８ 
音楽、演劇、美術その他芸

術の発表会における成績 

・申請者名 ・発表会名 ・日付 ・成績 

※専攻分野に関連した業績のみが対象です。 
３ 

９ 
スポーツの競技会におけ

る成績 

・申請者名 ・協議会名 ・日付 ・成績 

※専攻分野に関連した業績のみが対象です。 
３ 

10 
ボランティア活動その他

の社会貢献活動の実績 

・申請者名 ・活動内容及び実績 ・日付 

※参加者名簿などの申請者が参加したことがわかる資

料を提出してください（申請者が参加したことの確

認が取れない資料（写真や新聞記事など）は不備と

なります）。 

３ 

 

 


